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今回の誌上シンポジウムでは，リバース型人工肩関節手術(RSA)が取り上
げられています．私は脊椎脊髄外科が専門なので，このリバース型人工肩関
節を使用して手術を行ったことはありませんが，私の医局でも高齢者の広範
囲腱板断裂症例に適応しています．非常に便利な人工関節システムのよう
で，2014年から本邦で使用可能となり，すでに多くの症例に使用されてい
ます．しかし，どれほど便利で有効なシステムでも，適応や手術手技，そし
て合併症の予防や対応を誤ると問題が生じてきます．脊椎脊髄外科領域でも
同様で，最近では腰椎側方椎体間固定(LLIF)がそうでした．このような新
規医療機器を採用する場合には，より慎重な態度で進めていってほしいもの
です．まず適応については十分な検討のもとに決め，そしていざ手術を行う
場合は解剖を熟知し，起こりうる合併症を予測しながら慎重に行うことが重
要と考えます．私たち外科医にとってはOne of Them であっても，患者さ
んにとってはOnly One であることを忘れてはなりません．どれほど素晴ら
しい手術であっても，取り返しのつかない大きな合併症が生じれば，その手
術は台無しとなります．悲しみしか残らないからです．
今回の誌上シンポジウムでは，そのシステムのよさ，手術適応，手術手

技，起こりうる合併症，そして術後のリハビリテーションについて，日本の
肩関節領域のトップランナーが論述しています．未経験の読者はもちろんの
こと，経験のある整形外科医にとっても，より自分の知識を高めるうえで素
晴らしい内容となっていると確信しています．
また臨床経験でも「腰椎手術後の髄液漏に対する静脈血注入療法」といっ

た興味深いアイデアに基づいた手技が紹介されています．一読を提案しま
す．
アメリカではドナルト・トランプ氏が大統領に就任しました．世界は目ま

ぐるしく変化してゆきます．社会経済的にはこれが順境なのか逆境なのかは
わかりませんが，どちらも尊いと思うことが大切です．要は逆境であれ順境
であれ，その与えられた境涯に素直に生きることが大切と考えます．謙虚の
心を忘れずに，明るく生きることで未来はバラ色になる．私たち整形外科医
にとって 2017年もよい年でありますように． (松山幸弘)
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